
地域密着型特別養護老人ホームいなわしろホーム 

令和 5 年度第 2 回運営推進会報告書 

開催日時  令和 5 年 7 月 11 日（火）13 時 30 分～14 時 20 分 
場  所  いなわしろホーム家族介護者教育室 

参加者 議  題 

入居者ご家族   １名 
地域代表者    １名 
猪苗代町職員   １名 
知見を有する者  １名 
管理者（議長）  １名 
事務局      ３名 

1. 議題 
① 令和 5 年度事業報告について 
② 事故報告について 
③ ヒヤリハット報告について 
④ 面会時のマニュアルについて 
⑤ 面会枠の拡大について 

2. その他 
会   議   録 

1. 議題 
① 令和 4 年度事業報告について―事務局より、令和 4 年度の事業報告について説明する。 

（管理者）入居者が 19 名である理由を説明願います。 
（事務局）資料は令和 5 年 3 月 31 日を基準に作成しています。その直近で 1 名退所があり、

19 名となっております。 
② 事故報告について―事務局より、事故発生報告書に基づいて入居者の転倒事故について報告

する。 
（地域代表者）事故当時の救急対応はどのようになっていましたか？ 
（事務局）夜勤で看護員は 1 人で業務に影響があるため、夜勤のフロア介護員が救急車に添

乗して対応致しました。医療依存度の高い場合は看護員で対応する事もあります。 
（地域代表者）事故振り返りの際に当事者はいたのか？ 
（事務局）事故振り返りの際には夜勤の介護員が立ち会っております。 

③ ヒヤリハット報告について―事務局より、5 月と 6 月のヒヤリハット件数と事故分類につい

て報告する。 
（地域代表者）報告書だが、事故件数に対してなぜ事故リスク分類の合計が多いのか？ 
（事務局）ヒヤリハット報告に対して、考えられる事故は一つではなく複数考えられるため

です。 
―ヒヤリハットの様式を参加者に渡し説明する。 
（地域代表者）ヒヤリハット報告書を見たが、離設も考えられるがそうなっていない。ヒヤ

リハットの仕方を見直す必要があるのではないか？ 
（事務局）ヒヤリハット報告書については、担当の委員会がありますので様式の見直しを伝

えたいと思います。 
④ 面会時のマニュアルについて―事務局より、面会方法と手順について説明する。 

（知見を有する者）面会について緩和されたが面会は増えているのか？ 
（事務局）5 月 8 日から面会できる枠が増えております。5 月面会数の合計は 30 件、6 月

が 37 件と面会数が増えております。面会室を改装して安全に面会ができるようになった事

も一因かと思います。 



⑤ 面会枠の拡大について―8 月の盆にあわせ、8/11 から 8/13 にかけて面会枠を 1 日 3 件から

5 件に増やす。代理人には 7 月末の定期便にてお知らせする事を説明する。 
2. その他 

・運営推進会議規則について、参加者に配布する。 
・次回開催 令和 5 年 9 月 12 日（火）13 時 30 分～ 

 


